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研究目的

幼児の心身の鍵に⇔て潅の鮪騨力§糟勧
を発揮することにっいては今更述べる必要もなかろう。

しかし・その騨購そのも餌・跨Φ変靴伴い
常に大きく変化ずるものである。 地域社余環壌を礪じ西

、孝レて，家庭環境や集団生活環境な4幼児をとりまrぐ

環壌り変化‘ま， 最璋とみに著しいものがあ秘　、ぐ

1，県健指導の場においてヌ実際に幼児め俸鯉指導にあだ

る人々項ももしも，そう し参養育環境の実聾や，その影

響が如何なるものであ硬脚ら糞鴛導哨るゆな
ことがあれば，指導効果に対する期待も著しく 減殺され

るであろう、ポ

岬の研究は・嘩の勿児の獅環脚実態棚砂
にずると共に，顔境条件め違いが幼児の心身の発達にど

のような脚を累て1’砂を物、にしゼ保磯勲
効畢増進あ一助ξなるごξを願ラ七行っなも爾である。・

研究方法

　昭和55年壌に日本小児保健協会り手によ？て，’全国的

規撰の幼児解康度調査が実施誉れ，その精果について捗

既鑑整表ざれている。全国的規模でなさ舵た極あて信頼

　　　　　　田度り融ゆ柳調査は麟て少なく，、そ頒料楓重
な鱒であ声・、今回はその資料の一部齢り’湖的鱗t

携たような事実め究明のため，環境的要因≧発達ξの関i

連をみる㊨に必要な分析を実絶レ，考察を行？た。

・て幼児健康度調査は，、同時に行わ弗に厚生省の乳幼児発

育調査の対象となる昭和50年度国勢調査培陣3，000地

区内の ユ螺児及び・3，000、地区内より1更に抽出しだ750地

区内の2歳以上で小学校就学前④幼児を対象にして行わ

れた調査である。調査票の内容は，家族，地域．住居な

どに関した詳細なフェースシート部分と，32項目あ健康

　　　　　　　　　　ン‘、ら！1－r 1義∵1 i　ド・ 『1ゴ露

に関した質問項目迄L発達に関した13項目から餐貧、，解

布雌接職群鮒㌧演撤・健物場鵬鰹｝

霧磐絶讐轡男轡1轡鷺
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1簿響達ゆ関脚る臨地域聯や倖居騨
により ，、子どもの昼間の養育者がどのよ、うLに異ち』七サ、る

鷲鯵鯵表1ぎ卸であ為卿故彬訴賄吻
理消糊麟鰍螺境と鐸もゆ間畳こは憐酵
め存在が常に介在すると考えられるから恋あるもギごぐ

　　　　ルーll表1・蘇11養育者と地域，（工歳〔1歳、6ク朔）ド　！≦

の一1
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（1．8r！（0．8）＝ （100．0〉

、藷藁1一⑫l　l養育者と、坤域（5歳）・　・．

　　　　 、』母・1

　　　　　228
　　　　1〈58．9）

　　　　・381一
・の、

町 観く27お）

”1計イ

育所等　　不明・
148
　　　（0．8）、＜0．3）

（0，5）、． 100．0＞

、薄㌍り寧示すよ匁・昼間畷育搬・噸によ
ってかなりの違いがみられお5町村地区ぞは亭どもがユ歳

Φ馨陣零嬬糧蚤を昼間の養育煮ぐ、するも璽魁 1多糞桑ら

劃るが墜5歳になるとザ保育所球ど保母を昼間の養育煮
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とするものが最も多くみられるようになる。

　次に，地域環境によって養育者の違いにっいてみると，

表211ト｛21に示すように，全体としては祖母を養育者と一

するものが農村，漁村地区に多くみられるし，保育所は

商業地区に多くみられ，住毛地区などでは少ない。しかし

この場合，年令による差が大きく，1歳前半では，保育

所をあげるものは各地区とも少なく，祖母とするものが

農村，漁村地区に目立って多い。しかし， 5歳では各地

域とも保育所の占める割合は非常に多くなり，約半数の

ものが保育所などの保母を昼間の養育者にあげている。

　表2－111養育者と地域環境（1歳～1歳6ケ月）

育者とするものが多くみられる。その弛5歳児では，ど

の住居形態の場合も，保育所の保母を昼問の養育者とす

るものが約50％前後みられるが，マンション居住者の場

合だけは母親を養育者とするものが圧倒的に多く，保育

所は他に　して著しく少なく，3割に足りない数である。

表3－m　養育者と住宅種類（1歳～1歳6ケ月）
農村，漁村地区に目立って多い。しかし， 5歳では各地

とも保育所の占める割合は非常に多くなり，約半数の

のが保育所などの保母を昼間の養育者にあげている。

表2－111養育者と地域環境（1歳～1歳6ケ月）

　養育者

種類
母 祖母 保育所 馳 不明 計

一戸建
1，595

75．7）

355

16．8）

　94
4．5）

43

2．0）

20

0．9）

2，107

100．0》

マンション
205
89．9）
　9
3．9〉
　11
4．8）

　3
1．3）

　0
0．0）
　228
100．0）　養育者

域
母 祖母 育所等 そ 不明 計

団　地
424

724）
　13
28）
　17
3．7〉

　5
1．1）

　0
0．0）
　459
100．0）

蝋
1，939
85．7）

159

7．0）

U2
4．9）

35

1．5）

18

0．8）

2，263
100．0） アパート

339

871）
　8
21）
　33
8．5）

　5
L3）
　4
LO、
　389
1GO．0〉

醐
141

77．9）
　17
9．4）
　18
9．9）
　4
（2．2）

　1
0．6）
　181
100，0） 問借り 　20

833）
　2
83）
　1
4．2）

　1
4．2）

　0
0．0）
　24
100．0）

醐
　51
82．3）
　1
1．6）
　9
14．5）

　1
L1）
　0
0．0）
　62
100．0） その他 　78

830）
　7
74）
　4
43）
　2
2．D
　3
3．2）
　94
100．0）

農繊戯、
506
67．0）

206

27．3〉
　18
2．4）

18

．4ヲ

　7
0．9）
　755
100．0） 不　明 　　8亘000） 　000）

　0
0．0）
　0
0．0）
　0
0．0） 　　8100．0）

漁村地域
19

L3）
　9
29．0）
　1
32）
　1
3．2〉

　1
3．2レ
　31
100．0） 計 翻）

394

1L9》

160
4．8）

59

1．8）

27
0．8）

3，309
100．0）

そのゆ
　域
　7
63．6）
　2
18．2）
　2
18．2）

　0
0．0）

　0
0．0）
　11
100．0）

表3－121養育者と住宅種類（5歳〉

不　　明 　6100．0）
　0
0．0）
　0
0．0）

　0
0．0）

　0
0．0）
　　6
100．0） 　養育者

種類
母 祖母 保月 馳 不明 計

計
2，669
80．7）

394
11．9）

160

4．8）

59

L8）

27

0．8）

3，309
100．0）

一戸建
434
35．4）
　79
6．4）

678
55．3）

28
2．3〉
　7
0．6）

1，226
100．0）

表2－121養育者と地域環境（5歳）
マンション 　8669．9） 　21．6） 　3427．6）

　1
0．8）
　0
0．0〉 　123100，0）

　養育者
域環境 母 祖母 そ 不明 計 団　地

102
48．3）
　2
0．9）

103
48．8）
　3
1．4）
　1
0．5） 　2U100．0）

蝋
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（44．0）
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2．7）
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49，6）
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3．3）

　6
0．5）

1，277

100．0）
アパート 　7243，9〉 　21．2） 　7948，2）
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6．1）
　1
0．6） 　164100．0）

灘
　41
37．6）
　5
4．6）
　61
56．0）

　2
1．8）

　0
0．0〉
　109
100．0）

間借り 　847．1） 　00．0） 　952．9）
　0
0．0）
　0
0，0） 　45100，0）

囎
　10
52．6）
　0
0．0）
　9
47．4）

　0
0．0）

　0
0．0）
　19
100．0）

その他 　2044．4〉 　00．0） 　2555．6）
　0
0．0）
　0
0．0） 　45100．02

舗　　　■
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0．8）
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不　明 　00．0〉 　116．7） 　350．0） 　233．3〉
　0
0．0） 　　6100．0）

醐
　2
400）
　1
20．0）
　2
40．0）

　0
0．0）

　0
0．0）
　　

5（100．0）

計
722
40．3）
　86
4．8）

931
52．0ノ

44
7．5）
　9
0．5♪

1，792
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そ地

域
　　4（25．o） 　16．3） 　1168．8）

　0
0．0）

　0
OO）
　16
100．0）

昼間の養育者には， その生活環境を異に

　いたずらに外
不1 明 　0・0．0） 　00 　00．0） 　00．0〉 　00．0） 　　0100．0）

　このように，

に，こう計＼ 　722（40．3） 　
86
4．8）

931
52．0）
　44
2．与）

　9
05） d縄）

するに伴い，大きな違いがみられるので，

，物理的環境条件にばかり目を奪われることなく，同

　　　した条件の違いとのからみ合いの中で，子ど

の発達に対する影響力にっいても考えていく必要があ

表2－121養育者と地域環境（5歳）

　住居の種類別1と昼間の養育者をみると1表3“H2）に

みられるように，一戸建の住居に住む子どもに祖母を養

表3－121養育者と住宅種類（5歳〉

　このように，昼間の養育者には，その生活環境を異に

するに伴い，大きな違いがみられるので，いたずらに外

的，物理的環境条件にばかり目を奪われることなく，同

時に，こうした条件の違いとのからみ合いの中で，子ど

もの発達に対する影響力にっいても考えていく必要があ

るわけである。
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2　環境要因と発運との関連

、1

　幼児の心身Φ発達に彬響㌘費もヴ骸考えう鞄昼琿壌要

因畢φ‘’徽多くのも囎妨塾るが・今叩‘ヂ次の

四つの要因について発達との関連をみた。♪・

　①地域
　②　地域環境』 』・

、 』一 ．1二・；』＼㌔一．
　l｝ 　lし』：1、陛

　③　昼間の養育者　　 　　　 　㌔l　l 、　：i・ビ・ 、∫

　④同胞関係（同胞数，・同胞順位）．．・、。

　①については， 東京23区， 政令都市，rぞの他の市町村

の3種類・¢の地域環壌樽っいて‘ヰ・農村ゴ漁村・・簡業・

工華乳住審ピ、その他の6牌填，③の犀間の養育考⑫場合

‘へ母線・ 御尽 …保育所等，、そQ侮硯4種類に分類して

輝ξの関醗躰・、　　　　　、
1，牌域につし1て1、1、・　 ：、』虹、

二、 ： ＝
卜

　大都市』都市，町村の3種類の地壌にょ？て，子ξも

④発遷1ζ有童差潮累酸乾劃たもの‘ホ，．医硲晃項目であるQ

　　　　　　　ぬ 凶師郷）≧マ， 鱗1彩＞Pン
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　285二（89．6）

　26
8．2）
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・　　　’』答地域
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い兄
Pわがらない 　
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r、 　　．　』　ド町　　　村一
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265』・

83．6）

46
14，5）
　　 6』』（ゆ姻 』1二冷工7パ

工QO．α） 指定都市＋
墓啄部

　81
4β2〉
　97
（50．5） 73〉

　1192 r1
10妖0）1

　　　　　　　　　　　　　　　　 「※だ　　：〆・

3歳児Nα3、　　　
、　　　．、　「飾宙『ナ・7「み疲》順墨7弘＃ス7【3”Aくツ軍轟Zト▼ヱ7ナ、疏 　　村
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32．5）

　㌧133・f（665）1 1 ”■1
ヒ（・1iO）ト
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、3礒児Nα3、 　　 、 ．1

・工約束したζ煮や順毎ゑ守昼藍養ができ1る逮ゑに餐り1・

まし，なウ、」 …　
r∵ 』・r 』［

』二r1 、　 ～’1「さ

表5地域　　　　　　　・ 1’

　　1『答』』
地域

い いいえ わからなし’y｝r晋
』　 レ　

　指定都市＋
1）東京区部

252

81．3）
　33
工0，6）

　25
8．D

， 310、
100，0）

　その他の市
（2）

1岩6331

（71．6）

’141「

16．0）

110’＼

（124）、

”1』』 84

（100，0）

恐町・
、

1206’（62．4） 68

20．6）し
　、56
1ド 17ρ）～

＼

．：330「（工00，0）

（1）一12）※楽〔11一〔31※※

4歳児甑2
「友達とお母さん役，運転士などの役割をもったごっ

こ遊びをしていますか」

　　　　　　　　 ノい ぺ∴、た』｛・ ※で｝酬ン 耳F∴イ

6歳児Nα6．　　　1レ．c峨拶轡ll．な
、運外か・ら帰ブてきでお母ざんなど炉い輩硫～；麿醇転＃

り泣きべそをかいたりしますか」

袈8地域　　　　
　　　（漁ば』モ：1』避

　　　　　　　　　　　　　こ・
1、1

”叛・※cジ寒

臓児 唖ξ』』落r』∴㌧喀、 ，バ
聯ち騨菓子な卿眠蔭も声蝋す聾1と1
礎韻タう越りま、噸》1謝β昏 減汀・

6歳児欄3・∴ 岸．・』磁づ』二ir』

　「ひもでかた結びができますか」

　以上ダ差のみられた7項目を発逮の領域別に分け』みと

次め如く になるゲ げへ』こ」必 』・・嶋を粉そ、…

　社会性に関した項目　　4，　　　一亡iド託1・、．l　ll厨1

　憎緒に関した項目　　　2、　　　　F 塩　1∫毎描

士』運動に関じた項目．『 r』

1｝∵ い緒い　；‘葺き

　社会性の発達に地域差が大なることは最初か啄予爆さ

れたが，やはり他の地域に比して多くの項目に差がみら．

れた。2歳児の同年令の子どもと遊ぶことを喜ぶ子ども㌃
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が，町村地区より東京23区や指定都市に多いのは，そう

した地域では，低年令幼児でも集団保育の場などで同年

令の子どもと遊ぶ機会が多いためと考えられるし，3歳

児に約束や順番を守る子どもが，同じように東京箆区や

指定都市に多いのも，3歳の段階での集団生活経験の豊

かさを示すものといえよう。4歳児で近所へのお使いに

行く子どもが大都市に多いのは，大都市の生活状況を考

えれば当然と考えられ，辺ぴな農村では，そうしたお使

いは，4歳児には到底無理な要求とも考えられる。

　情緒に関した項目2っにっいては，外出からわが家に

帰った際，母親などが不在で泣く子どもが，町村地区よ

り東京23区や指定都市に多いのは，現在の大都市の生活

を考えれば，これ又当然ともいえる。現在の大都市の生

活では．それぞれの家が弧立すると同時に．核家族が多

いので，親の不在は・子どもの完全な弧立を意味するの

である。つまり，この結果は現在の都市生活の不安な生

活を反映したものともいえる。

　運動に関した項目では，常に農村地区の子どもの方が
　ゆド
指先の動きなどがよいといわれているが。今回の調査結

果をみても，、？もなどを結ぶことが大都市の子どもに比

べて農村地区の子どもは上手である。

　2、地域環境について．

　地域康境にういて差のみられたのは，次の4項目であ

る。

　3歳児　No3

　「約束したことや順番を守ることができるようになり

　ましたか』

　5歳児、Nα6

　「外から帰って来てお母さんなどがいないと心配した

　り泣きべそをかいたりしますか」・

　表9 地域潔境
答 は　い いいえ わからない 計

住宅地域
589
46．7）

595

47．1）
　78
6．2）

1，262

100．0）

農村地域
139

38．5）

208
57．6）

　14
3．9）
　361
100ρ）

崇羅

．6歳児 ぬ3．
　「友達などのルール違反を’いけないんだよ㌦などと

注意しますかj

6歳児漁5
　「おもちゃやお菓子などがほしくともがまんすること

”ができるようになりましたかj

表10　地域環境

　　　　答 は　い いいえ わからない 計

住宅地域
544

85．1）

　’80
12．5）
　15
2，3）
　639
100．0）

農村地域
156

76．1）
　38
18．5）
　11
5．4）
　205
100．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　嵌※

　以上の4項目の内容は，領域別にみると，

　　社会性に関した項目　　2

　　情緒に関した項目　　　2

となり，社会性と情緒に関した項目に限られている。

　社会性に関した項目の内容をみると，3歳児の約束や

順番を守ることができるという項目と，6歳児の友達な

どのルール違反を注意する，という項目であり，両方の

項目とも住宅地区の子どもの方が農村地区の子どもより，

そうした社会ルールを多くの子どもが早くから守るとい

う結果が出ているる

　情緒に関した項目にっいては，母親の不在に際して泣

きべそをかく子どもが住宅地区に多いが，同時に，玩具

や菓子をがまんすることも，住宅地区の子どもの方が多

いという結果が出ている。この場合1住宅地区の子ども

に弧立への不安が強いことは，既に地域性のところでも

述べたように，不安の多い現在の都市生活の反映と考え

られるが，がまんできる子どもが住宅地区に多いことに

ついては，しつけの相違によるものか。集団採育の場で

の豊かな生活経験の影響か，限られた今回Φ調査結果だ

けからはっきりした結論を出すことはできない

　3． 昼閻の養育者について

　昼間の養育者を異にするに伴い，子どもの発逮に変化

がみられる，ということについては，そのもののもつ影

響力の大なることを考えれば当然ともいえるが，今回の

調査では，次の6項目について有意の差がみられた。

　1歳前半　Nα4

　「犬や自動車など知っているものを指さしておしえる

　ことがありますか」

　1歳前半　甑13

　r階段をひとりではいのぼることができますか」

　2歳児　晦5
　「同じくらいの子どもと一緒にいて遊ぶことを喜びま

　まか」
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表11　昼間の保育者

　　　　答
育者

ゴは’
い ／いいえ わからな6：計『

祖　　母
141

82．0）

』1・28

163）
　3．＝　・172」
11．7）　（100．0）ll

保育所等㌔
二ご1 58・〈929）

　
11・（65）

…r 　r 170・
（0．6）　（100つ）1』

　　　　　　　　　　※蚕
3歳昇1 恥10．．，．

「でんぐり返しができますか∫

表12　畢間璽保育者
■ノ“こ

　　　　答
育者

はい・．1いいえ． わからない … 計1、

祖　　母
113　　　26
77．4） （17．8〉

　　・17

（48〉」
　1ユ46

100．0）

保育所箏 r338　丁、・15
（、93．4）（4．1）

～9

（一2．5）

　3621て100ゆ）

　　　　　　　　　　　　　　　　※※
5蔵児　ぬ6；：　 ”　　1 』ミ、1，

』「外から帰らでぎて，お母吝んなξが勢参いと心配し

捜，弊轡糞かいゆ鯵す概5、
表13　昼間の保育者

ん強くないという結果が出ている。 　㍉．ll㌧』街婁

』社難噸匙騨て嵐臓糎段陵で』同鱗の
子どもξ遊ぶこどを喜ぶ子どもが，祖母を昼間の養育者i

と置壁、ξ，もゆ騨吻奪も嘩伊拠たがダ こ1

れ‘‡蒸の生活牟うみてもも≦当然ζ齢えよラ。一一『 』　1

　知約能力砕関し鴫項目犀うし団ζほ並もわ盆多陥爾項目』

に有意の差が期待されたが，、差がみられたΦはわずかに

犬や自動車などを1・i歳前半の景どもが指さ 1して声を出し

て教えるという1項目のみであづたる、｝ぞしで レil祖母を養

育者とする子どもの方輝母親を肇育者とする子ども声り

よい結果がみられた。　夏　　l　l　l1 　 、選こ1冠爵 ぐき曇

　4，同胞に？いて、　1　　　 』亦、∫、、iレ㍗，贈＝ ll

ごイ・」二同胞教（こ～：F　ll㌧窮。F蕊シ『 貯 ・1∴ ：《冠評轟蝋

・伺胞数にようて発達状況に差のみられた項目は譲次の1毎

項目であ蓄ら1＝r弓ド｝i L：；駅・ぺ・乏：云』∵・、｝返・猛 1…。

ナン、
1蹴1．「

う1歳前半《甑al．（：況・｝P
ン1、 1構∋桃緩∫潟』卜臼〉

　、「音楽の音に合わせて体を動か督ますか上（△扇1二1・

　工歳荊半　醜“111ドぎ 録 紀ト乙し脂“1註弓1：轡ηミ1慢
1、』「 ⇒ヅプを自分憲持づ て飲めるよ，う になり ましだが」

二∫表14i・：同胞数ろ一，受 14駄’F、v♪．：く洛‘・1な 』ll」・ ∫『ll二1 “、l　l

　　　　　答
育者

は　い いいえ わからない
〆

r計 　　　　　答
毎

は　い　　L 越、を 　　　　　
γ・ぜド ．・い』

わ姫鱒締・言転

祖 　母1』一
ゴ・394
て4914＞’
　357（448）』 　「461ぐ58〉』

　 797、
（10α0）

な・・F』．＝、し

（ひどり’づ子）
　8961（86．6）㌧

　、121．ヂ

㌔（112） 　U8 1（10qρ》＝

躇育所笠 　370て402）「玉
ド500
」（5生3〉
耐
50r

l　l『（ゼ5．4）i

　　920
。みL』ぺ、9ウ

1，543
1（89．9）．1

155

C9．0） 1
　　－18 r　監11716［乙
』二（・1iO）、 、X（100！0〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 蝦ζ・1、．

　6歳児N65・’r 1 ノi！こ へ1ヌア，1「iダ∫’∵、－1 苧 3こr7コ》

　・「おもぢ寮やお菓子な『どがほしぐどもが衷んするこ：ど1

　ができるようになりましたか』ごトぢ｝・い　一．r二1し牝 い

1以上の項目を領域別に分けるど次の如ぐにな…るよ 』ト

　運動能力に関した項且1 2』三：・、』r

　畜情緒に関じた項目・d　！一・『2．ご7・」 恩．・r．U　iド赫

　L冴社会性に蘭した項目手・ ’』1二…ぐ 、1 ‘11ン、・、

　　知的能力に関した項目 1、1．・」

♪運動能力忙蘭 した項目につレ～せみるヒどヂ寸歳前半の階

段1φぼりがでぎお子どもば，母親を養育者どずる子ども』

よ”り保育所の子どもに多 くみちれジ3歳の段階では，で：

ん『ぐり返しの運動が， ごめ場合も祖母を養育者とする子

どもよわ保育所め子どもの方が多くでぎでいだ富㌔』・．・

情緒に関した項目でば，母親不在の際に泣レ ）たりす1る！

子どもが，5歳児の段階で保育所の子どもに少ないが，

玩具や菓子をほしくともがまんする子どもについては，

．す歳児で保育所の子どもの方が，母親を養育者とする子

どもよりがまんできる子どもが少なくなっており，集団

生活を常に経験している保育所の子どもが必ずしもがま

　　　ドづ｝ ＼1㌦ぞ ll：L暇1※ぐr、『嫡♪t ぐ・ド志　．～嵐』』1－紋〉

　1歳後半　凶01　　　　　　　　7、…　1㍉r ）一1＝擁之・ジく」l

　r絵本を見て嘲ワンワンはどれ㌦などど知ムているも

己のをき ぐと指ぎじ1ま・すか』1二・＝樹ごじe』 ’い堀〆（ 』オ輩il、

　4歳児漁8　　　 』、1　 　　　　　 か蕊y
1「近所のよく知っている所なら簡単なお使いができま’

表15　同胞数　　．　　　　　　き駈 ・』 』・1　資糞

　　　　　答同胞

「＝ llい ∫いいえ1わからない
　　

．戸r〆

磁謡：ゼ

なイ、　し
ぴと．りゐ子）

斑114
6載7）！

ヒ：【331

19，3）1

　：1こ24’

てゴ4ρ）
　．171・．｝

1Pα0》

；1、史

」・
．人

・：333

81，4）

餌47　’

115）』

　．’29
ぐ1（ト マ11）

　．409、ピ

100．0ヅ

　　　÷　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　楽崇

6歳児　匝6　　　　 　』 　　か、、，∋1∫ヤ高
　　　　　　　　　　　　　　　　ブヘ　　　クド リマ　い
．～〔外牟う帰？てき璽弁母感〃餐賜力産い参レ暴ヲ墜酵をた

り泣きべそをかいた似し藷痢衆」．氏、∫、c．ジ｝シ、ピk；
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表16　同胞数 表18　同胞順位

　　　　　答
胞数

は）・ 　　｝い凡 わからない 計 　　　　　答 は　い 　　▼い凡 わからない 計

1 　 人
233
41．4）

306

54．4）
　24
4．3）
　563
100，0）

第　1　子
396

49．9）

347
43．8）
　50
6．3）
　793
100．0）

2　　　人 　8030．7） 　16964，8）
　　121
（4，6）
　261
100．0）

第　2　子21

308
41．0）

404
53．8）
　39
52）
　751
10D．0）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

』トの5垣目の内容は次の加ぐである

第　3　子31 　76
39．0）
　111
56．9）
　8
4．1〉
　195
100．0）

以上の5項目の内容は次の如くである。

知的能力に関した項目

社会性に関した項目

運動能力に関した項目

情緒に関した項目

2
1
1
1

※

　知的能力に関した項目では，1歳前半の音楽にあわせ

て体を動かすという項目の場合も，1歳後半の絵本をみ

て知っているものを指さすという項目も，同胞のいない

ひとりっ子がよい結果を示している。ということは，ひ

とりっ子のように手をかけてもらえる環境が，こうした

好ましい結果を生んでいるわけであるひ

　社会性に関した項目では，近所へのお使いに関した項

目が4歳段階にあるが，この場合は，やはり同胞数の多

い方炉よい結果を示している。

　運動能力に関した1歳前半の，コッブでひとりで飲む

と械う項目にづいては，同胞のある子どもの方がひとり

で軟める子どもが多い。

　憎緒に関した項目では，外から帰ってきて，母親不在

を知って泣く，という子どもが同胞数の少ない子どもに

多い傾向がみられた。

rロ．同胞順位

　同胞の順位によって差のみられた項目は，次の3項目

である。

　4歳児・．配α8

　「近所のよく知った所なら簡単なお使いができますか」

　表1了　同胞順位

　　　　　答 は　い いいえ わからない 計

第11　子
514

72．4〉
　113
15．9）
　83
11．7）
　710
100．0）

第』B　子 　17082，5） 　2311．2） 　136．3） 　206100，0）

嵌

5歳児　ぬ6

「外から帰っ七きてお母さんなどがいないと心配した

り泣きべそをかいたりしますか」

1－2※　1－3※

6歳児　漁6
「外から帰ってきてお母さんなどがいないと心配した

り泣きべそをかいたりしますか」

表19　同胞順位

　　　　答
胞1頃位

は　い 　　｝い凡 わからない 計

第　1　子
1）

　166
44．0）

193

51．2）
　18
4．8）
　377
10D．0〉

第　2　子
2）

135

33．9）

246

61．8）
　17
43）
　398
100．0）

第　3　子
3｝

　35
27．6）
　85
66．9）
　7
5，5）
　127
10QD）

1－2弗〔　1－3蝦楽

　6歳児　漁1

　「自分の経験したことを思い出して絵にかきますか」

　以上の3項目の内容は，社会性に関した項目，情緒に

関した項目，知的能力に関した項目，それぞれ1項目ず

つである。

　社会性に関した項目で，4歳児の近所へのお使いは，

第1．子と第3子の間に有意の差がみられ，第3子の方が

多くお使いに行っている。

　情緒に関した項目では，母親不在を知って泣きべそを

かく子どもは，5歳児，6歳児ともに第2子， 第3子よ

り第1子に多くみられ，長子の「弱さ』が示されている。

　知的能力に関した6歳児の項目では，第1子が第3子

などよりよい結果を示している。

　以上の結果からも，同胞数や順位は，子どもの発達に

かなりの影響力をもっていることがわかる。ということ

は，親の養育態度も子どもの同胞順位や数によって異な

り，子ども自身の生活経験の内容にも違いが生じている』

ことの証拠であろう。ひとりっ子や長子は，・幼児期では

知的能力においてよいが，やはり線が細く，同胞のいる

子どもに比べれば「弱い」感じである。

3　まとめ

イ．知的能力について
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高橋他：保健指導の効果に関する研究

　今回の調査結果から，子どもの知的能力と環境との関

連について考察すると，その特徴は地域差のようなもの

には差がみられず，差がみられた殆んどの項目は養育者

や同胞に関したものであったQ

　つまり，子どもの知的能力に影響力をもつと考えられ

る環境要因は，やはり物理的要因より人鵬薯因といえる。

このことは，人とのかかわりの中で幼児の能力が伸ばさ

れることを如実に示したものである。ことばにしても，

表現能力にしても，すべて人との相互的な関係の中で育

つものであることを再確認したのが今回の調査結果とい

えよう。

　ロ．社会性について

　社会性の発達に関しては，特に3歳以降の年長幼児の

場合，地域畷境というものが大きく影響していた。3歳

末満児のように家の中での生活が多い時期と異なり，家

庭外での友達遊びなどが多くなると，養育者や同胞との

関係より，やはり地域の子どもとの関係がどのような状

態にあるかということが最も重要な意味をもってくるわ

けである。また，幼雅園や保育所のような集団生活も当

然大きな影響力をもっていると考えられるが，今回の調

査結果からは，以上のような地域社会環境の影響力が特

に目立っていたといえる。

　ハ．運動能力について

　運動能力の場合，当然のこととして地域差が大きく表

われることが予想されたが，結果は6歳児のひも結びの

項目に，大都市と農村との間に差がみられただけであっ

た。 他は養育者や同胞に関したもので，養育態度や同胞

も同士の生活の影響力の方が強くみられたわけである。

　二．情緒にっいて

　情緒に関した項目で環境の差がみられたのは，5，6歳

児の帰宅時の母親不在に示す不安の強さと，玩具や菓

子をがまんするという2項目であり，前者の項目にっい

ては，地域環境，同胞関係などが影響力をもち，後者の

場合は，養育者と地域による差がみられた。しかし， 今

回の調査項目の場合，情緒に関した項目が少ないことも

あり，この2項目の差だけから影響力の強さを云々する

ことは困難であるが，地域環境や家庭環境の差が子ども

の情緒発達に影響力をもつことが，限られた今回の結果

からも充分に考えられた。

おわりに

　以上の結果の如く，今回行われた多くの発達に関した

調査項目の中で，社会環境や家庭環境によって明らかに

差がみられた項目は，決して多い数で縁なかったわけである。

この結果については，わが国の社会環境や家庭環境その

ものが画一化，等質化し，過去にみられたような大きな

文化差や地域差が消滅しつつあることによるとも考えら

れるし，今回の調査項目の多くが，通過率80％～90％と

いう高いものであったため，細かい差がとらえられなか

ったためとも考えられる。今回は残念ながら行えなかっ

たが，資料を更に細かく分析し，要因相互間の関連につ

いてより細かい分析を行えば，今回差のみられた項目の

背景についても，より多くの事実なり，関係について明

らかにすることが可能かもしれぬので，今後も引続き，

よりくわしい分析を進めてゆく予定である。

　いずれにしても，保健指導の場においては，幼児をと

りまく環境条件に常に留意し6発達なり，問題について

も，理塊条件とのかかわりの中で力動的に考えていくご

とが必要であり，今回の調査研究の結果がその一助にで

もなれば幸いである。なお今回の研究にあたって多くの

便宜と協力を戴．いた東京大学医学部平山宗宏教授，小林

錬助手に深甚の謝意を表したい。

　　　　　　　　　＜註＞

U｝幼児健康度調査，日本小児保健協会，昭和55年
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